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 開  議  

 議  長  皆様、お疲れさまでございます。 

本日の出席議員は１４人につき、定足数に達しております。 

 これから本日の会議を開きます。 

（１４：００） 

 日程第１  

 議  長  日程第１ 町長から追加議案の提案理由の説明を求めます。 

 田頭町長 

 町  長  こんにちは。 

 本日は、令和５年第３回定例会の最終日でございますが、開会日にお願いしており

ましたように、追加議案を上程させていただきますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 それでは、追加議案１件の提案理由の説明を申し上げます。 

 議案第４３号、令和５年度筑前町一般会計補正予算（第８号）につきましては、補

正額１億８,９４５万９,０００円を増額し、補正後の歳入歳出予算総額をそれぞれ

１４１億８,０２５万円とするものです。 

 補正の内容としましては、災害復旧事業などを追加するものです。 

 以上、追加議案の提案理由の説明とさせていただきますので、慎重にご審議をいた

だき、ご賛同賜りますようお願い申し上げます。 

 議  長  町長の提案理由の説明が終わりました。 

 日程第２  

 議  長  日程第２ 議案第３３号「筑前町情報公開条例の一部を改正する条例の制定につ

いて」を議題といたします。 

 これから質疑を行います。 

 河内議員 

 河内議員  議案書の１９ページですが、個人情報保護条例が個人情報の保護に関する法律に

変わったときに、一緒にしなかったのはどうしてでしょうか。 

 議  長  総務課長 

 総務課長  お答えいたします。 

 改正前の引用条文はもうご説明したとおりでございます。 

 その条文改正につきまして、制定した後に、筑前町情報公開個人情報保護審査会に

係る条文改正について速やかに審査会を開催しまして、委員の皆様に説明、承認いた

だきまして、これに係る条例の一部改正手続きをしようとしたところでございまし

た。 

 コロナの影響でございまして開催が今年の６月１３日になったことから、今回の

９月定例会にて条例の一部改正上程となったものでございます。ご理解よろしくお

願いいたします。 

 以上です。 

 議  長  ほかに質疑ございませんか。 

 （質疑なし） 

 議  長  質疑ないようです。 

 これから討論を行います。 

 討論ございませんか。 

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 これから、議案第３３号「筑前町情報公開条例の一部を改正する条例の制定につい
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て」を採決します。 

 議案第３３号は、原案のとおり決定することに賛成の方、挙手願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 日程第３  

 議  長  日程第３ 議案第３４号「筑前町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例の制定について」を議題とします。 

 これから質疑を行います。 

 河内議員 

 河内議員  議案書の２２ページです。 

 現行の第１３条を削除するとなっていますが、懲戒に係る権限の濫用禁止を削除

して大丈夫なのでしょうか。お尋ねします。 

 議  長  こども課長 

こども課長  お答えします。 

 こちらについては、都道府県が条例で児童福祉施設、家庭的保育事業所等の運営に

関する基準を定める際に従わなければならない国の基準に、児童の安全確保に関す

る計画を策定しているもので、これにつきましては国県のほうに準じて町の条例を

定めているものですので、これでさせていただいております。 

 議  長  ほかに質疑ございませんか。 

 （質疑なし） 

 議  長  質疑ないようです。 

 これから討論を行います。 

 討論ございませんか。 

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 これから、議案第３４号「筑前町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例の制定について」を採決します。 

 議案第３４号は、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 日程第４  

 議  長  日程第４ 議案第３５号「筑前町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関す

る基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について」を議題とします。 

 これから質疑を行います。 

 河内議員 

 河内議員  議案書の２６ページです。 

 第１３条の２の終わりから２行目です。「感染症の予防及びまん延防止のための訓

練を定期的に実施するよう努めなければならない」とありますが、定期的はどのくら

いの期間を言うのでしょうか。 

 議  長  こども課長 

こども課長  お答えします。 

 「職員に対し、感染予防及び食中毒の予防及びまん延防止のための研修並びに感染

症の予防及びまん延防止のための訓練を定期的に実施するよう努めなければならな

い」というところです。 
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 保育所のほうにつきましては、研修会を毎年行っており、また監査のほうでも行っ

ております。その都度、県と同様町のほうでも監査を行っておりますので、研修につ

きましては毎年行っているものと思われます。 

 議  長  よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

 （質疑なし） 

 議  長  これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ございませんか。 

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 これから、議案第３５号「筑前町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について」を採決します。 

 議案第３５号は、原案のとおり決定することに賛成の方、挙手願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 日程第５  

 議  長  日程第５ 議案第３６号「筑前町子ども医療費の支給に関する条例の一部を改正

する条例の制定について」を議題とします。 

 これから質疑を行います。 

 河内議員 

 河内議員  議案書の３０ページです。 

 １８歳までの子どもたちは、医療証ではなく償還払いということですが、償還払い

だと３割取りあえず負担して、また手続きをして返していただくというふうになる

と思うのですが、それを緩和するために、医療証にできなかったのはどうしてでしょ

う。 

 議  長  健康課長 

 健康課長  お答えいたします。 

 迅速性と費用対効果を考慮した結果によるものです。 

 医療証発行による現物給付の場合、まず、システム改修が必須となります。また、

医療証の発送も必要となります。 

 償還払い方式であれば、現物給付のための準備に必要な時間を短縮し、必要な医療

の給付を対象者にいち早く還元できると考えました。 

 また、今回の拡充は、町独自の支援のため、全額町負担となります。 

 医療証交付による現物給付の場合、支給する医療費以外に、システム改修費、医療

証の印刷費、通信運搬費、国保連等に支払う審査支払い手数料、そして、国保の減額

負担調整に伴う補助金の影響等があり、これらを加味し、最小の財源で今回の支援拡

充が得られる方法を選択したものです。 

 また、今回の償還払い方式は、以前、町独自で中学生入院費の補助をしていた際に

も採用した方式であることから、制度改正の十分な広報周知を行うことで、対象者へ

の支援は確保できると考えたためです。 

 以上でございます。 

 議  長  河内議員 

 河内議員  それでは、県が１８歳まで拡充した場合は、医療証に替えていただけるのですか。 

 議  長  健康課長 
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 健康課長  お答えいたします。 

 前回、中学生のほうを県が拡大したときには医療証の交付に切り替えております

ので、その方向で検討させていただく所存です。 

 議  長  ほかにございませんか。 

 （質疑なし） 

 議  長  これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ございませんか。 

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 これから、議案第３６号「筑前町子ども医療費の支給に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について」を採決します。 

 議案第３６号は、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 日程第６  

 議  長  日程第６ 議案第３７号「令和５年度筑前町一般会計補正予算（第７号）につい

て」を議題とします。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 （質疑なし） 

 議  長  質疑はないようです。 

 これから討論を行います。 

 討論ございませんか。 

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 これから、議案第３７号「令和５年度筑前町一般会計補正予算（第７号）について」

を採決します。 

 議案第３７号は、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 日程第７  

 議  長  日程第７ 議案第３８号「令和５年度筑前町国民健康保険事業特別会計補正予算

（第１号）について」を議題とします。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 （質疑なし） 

 議  長  質疑ないようです。 

 これから討論を行います。 

 討論ございませんか。 

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 これから、議案第３８号「令和５年度筑前町国民健康保険事業特別会計補正予算

（第１号）について」を採決します。 
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 議案第３８号は、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 日程第８  

 議  長  日程第８ 議案第３９号「令和５年度筑前町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

１号）について」を議題とします。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 （質疑なし） 

 議  長  質疑ないようです。 

 これから討論を行います。 

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 これから、議案第３９号「令和５年度筑前町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

１号）について」を採決します。 

 議案第３９号は、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 日程第９  

 議  長  日程第９ 議案第４０号「令和５年度筑前町住宅新築資金等貸付事業特別会計補

正予算（第１号）について」を議題とします。 

 これから質疑を行います。 

 （質疑なし） 

 議  長  質疑ないようです。 

 これから討論を行います。 

 討論ございませんか。 

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 これから、議案第４０号「令和５年度筑前町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正

予算（第１号）について」を採決します。 

 議案第４０号は、原案のとおり決定することに賛成の方、挙手願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

日程第１０  

 議  長  日程第１０ 議案第４１号「令和５年度筑前町工業用地造成事業特別会計補正予

算（第２号）について」を議題とします。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 （質疑なし） 

 議  長  質疑ないようです。 

 これから討論を行います。 

 討論ございませんか。 

 （討論なし） 
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 議  長  討論なしと認めます。 

 これから、議案第４１号「令和５年度筑前町工業用地造成事業特別会計補正予算

（第２号）について」を採決します。 

 議案第４１号は、原案のとおり決定することに賛成の方、挙手願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

日程第１１  

 議  長  日程第１１ 議案第４２号「令和５年度筑前町水道事業会計補正予算（第１号）に

ついて」を議題とします。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 （質疑なし） 

 議  長  質疑ないようです。 

 これから討論を行います。 

 討論ございませんか。 

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 これから、議案第４２号「令和５年度筑前町水道事業会計補正予算（第１号）につ

いて」を採決します。 

 議案第４２号は、原案のとおり決定することに賛成の方、挙手願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

日程第１２  

 議  長  日程第１２ 議案第４３号「令和５年度筑前町一般会計補正予算（第８号）につい

て」を議題とします。 

 説明を求めます。 

 財政課長 

 財政課長  議案第４３号について、追加議案書の紙、タブレットともに、２ページをお開きく

ださい。 

 議案第４３号「令和５年度筑前町一般会計補正予算（第８号）について」 

 令和５年度筑前町一般会計補正予算（第８号）を別冊のとおり提出する。 

 本日付、町長名でございます。 

 別冊の令和５年度一般会計補正予算（第８号）をお願いします。 

 紙の１ページ、タブレットの３ページです。 

 令和５年度筑前町の一般会計補正予算（第８号）は、次に定めるところによる。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億８,９４５万９,０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１４１億８,０２５万円とするもの

です。 

 第２条、地方債の変更は、第２表地方債補正による。 

 紙の４ページ、タブレットの６ページをお願いします。 

 第２表、地方債補正につきましては、変更の災害復旧事業債は、限度額を９,４１

０万円に増額するものです。 

 今回の補正予算は、７月大雨による災害復旧工事及び学校設備の改修工事などに

要する経費を増額するものです。 
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 それでは、事項別明細書により歳出から説明いたします。 

 紙の８ページ、タブレットの１０ページをお願いします。 

 ４款１項保健衛生費、補正額１７万９,０００円は、新型コロナワクチン接種によ

る予防接種健康被害に対する給付金です。 

 ９款３項中牟田小学校費、補正額１,０２３万円は、中牟田小学校給食調理棟の空

調機改修工事費です。給食調理室及び洗浄室の空調機チラーが経年劣化等により故

障したことを受け、改修工事を行うものです。 

 １０款１項農林水産業施設災害復旧費、補正額６,５８２万円は、農地３件、農業

用施設１８件の復旧工事です。 

 １０款２項公共土木施設災害復旧費、補正額１億１,３２０万円は、道路１４件、

河川６件の復旧工事です。 

 次に、歳入です。 

 紙の７ページ、タブレットの９ページをお願いします。 

 １４款１項１０目災害復旧費負担金、補正額６９３万５,０００円は、農林施設災

害復旧事業費に対する受益者分担金です。 

 １６款１項４目衛生費国庫負担金、補正額１７万９,０００円は、予防接種健康被

害給付金に対する新型コロナウイルスワクチン接種対策費負担金です。 

 １７款１項１０目災害復旧費県負担金、補正額９,４４８万円は、道路、河川、農

地等の災害復旧費負担金です。 

 ２０款繰入金、補正額２,４９６万５,０００円は、財政調整基金繰入金を１,４７

３万５,０００円、公共施設等整備基金繰入金を１,０２３万円増額するものです。 

 ２３款町債、補正額６,２９０万円は、災害復旧事業債を増額するものです。 

 以上で説明を終わります。 

 よろしくお願いいたします。 

 議  長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 （質疑なし） 

 議  長  質疑ないようです。 

 これから討論を行います。 

 討論ございませんか。 

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 これから、議案第４３号「令和５年度筑前町一般会計補正予算（第８号）について」

を採決します。 

 議案第４３号は、原案のとおり決定することに賛成の方、挙手願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

日程第１３～ 

日程第１９ 

 

 議  長  会議規則第３５条の規定により、日程第１３から日程第１９までを一括議題とし

ます。 

 一括議題とした日程第１３ 認定第１号から日程第１９ 認定第７号までについ

ては、決算審査特別委員会委員長の報告を求めます。 

 寺原裕明委員長 
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寺原委員長  決算審査特別委員会委員長として、決算審査特別委員会の審査報告をいたします。 

 議会提出議案書の１ページをお開きください。 

 本会議で一括議題として付託されました認定第１号から認定第７号は、９月１１

日から１３日の３日間、慎重に審査した結果、本委員会は委員会審査報告書のとおり

認定すべきものと決定しましたので、筑前町議会会議規則第７５条の規定によって

報告します。 

 町長をはじめ執行部におかれましては、審査の過程で委員から出された意見、要

望、また監査委員の指摘事項に十分留意され、町財政の健全化と住民福祉の向上に向

けて引き続き努力されることを要望いたしまして、決算審査特別委員会の報告を終

わります。 

 議  長  報告が終わりました。 

 一括議題とした認定第１号から認定第７号までに対する委員長の報告は、認定す

るものです。 

 質疑については、決算審査特別委員会において詳細な質疑をいただいております

ので省略いたします。 

 これから討論を行います。 

 認定第１号「令和４年度筑前町一般会計歳入歳出決算の認定について」討論を行い

ます。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

 河内議員 

 河内議員  反対の立場から討論します。 

 一つの任意団体にすぎない部落解放同盟への６００万円を超える補助金、しかも

そのほとんどが人件費として支出されています。これは到底町民の理解を得られる

とは思われません。 

 よって反対を表明し、討論とします。 

 議  長  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

 山本一洋議員 

山本一洋議員  賛成の立場で討論いたします。 

 部落解放同盟は、部落差別をはじめあらゆる差別の撤廃に資する活動をしている

団体であり、その団体に対する補助金及び交付決定に関しましては、事業実施状況や

運営状況などの審査、会計処理の指導など、適正に実施されていると認められます。 

 また、会計全般についても、令和４年度決算審査特別委員会において審議、承認が

なされております。 

 よって、賛成を表明いたします。 

 議  長  ほかに討論ございませんか。 

 （討論なし） 

 議  長  これで討論を終わります。 

 これから、認定第１号「令和４年度筑前町一般会計歳入歳出決算の認定について」

を採決します。 

 認定第１号は、認定することに賛成の方は挙手願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手多数です。 

 したがって、本件は認定することに決定をいたしました。 

 議  長  次に、認定第２号「令和４年度筑前町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認

定について」討論を行います。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 
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 河内議員 

 河内議員  ここ何年かは、保険税の引き上げにより、一般会計からの法定外繰入なしで黒字を

続け、基金に積み立てをしています。 

 少なくとも黒字分は基金に積み立てるのではなく、高過ぎる保険税の引き下げに

使うべきと考えます。 

 よって反対を表明し、討論とします。 

 議  長  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

 柳議員 

 柳 議 員  賛成の立場から討論いたします。 

 国民健康保険事業は制度自体が構造的な問題を抱え、１人あたりの医療費は増加

傾向、今後、被保険者の減少が見込まれる中で、一般会計からの法定外繰入金なしに

黒字決算となり、安定的な国保財政運営に努めています。 

 この黒字による基金積み立てを行うことは、今後の国保税県内均一化に向けて納

付金の不透明性による不安定要素などがあることから、持続した国保財政運営を行

っていくために、今後に備えた大切な財源となり得る一つと考えられます。 

 また、健診受診率向上、重症化予防に向けての課題は引き続きありますが、特定健

診事業をはじめ、重症化予防対策等、医療費抑制を図る取り組みにも継続的に努めて

いることからも適正内容と判断し、賛成討論といたします。 

 議  長  ほかに討論ございませんか。 

 （討論なし） 

 議  長  これで討論を終わります。 

 これから、認定第２号「令和４年度筑前町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

の認定について」を採決します。 

 認定第２号は、認定することに賛成の方、挙手願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手多数です。 

 したがって、本件は認定することに決定をいたしました。 

 議  長  次に、認定第３号「令和４年度筑前町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

について」討論を行います。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

 河内議員 

 河内議員  反対の立場から討論します。 

 そもそも７５歳という年齢だけで医療差別をする後期高齢者医療保険制度に反対

であり、一日も早く、元の老人健康保険制度に戻すべきと考えます。 

 よって反対を表明し、討論とします。 

 議  長  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

 原口議員 

 原口議員  賛成の立場で討論します。 

 後期高齢被保険者１人あたりの医療費は、福岡県は全国で上位が続く中で、本町は

県内で１０位以内の継続という高い水準にあり、医療費抑制、高齢者の重症化予防対

策に大きな課題を抱えている状況にあります。 

 このような中で、広域連合と連携しながら、集団健診の実施や様々な健康増進事業

の取り組みを進めるなど、医療費抑制対策を含め健康寿命の延伸、健康づくりに努め

ていることからも適正内容と判断し、賛成討論とします。 

 議  長  ほかに討論ございませんか。 

 （討論なし） 
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 議  長  これで討論を終わります。 

 これから、認定第３号「令和４年度筑前町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の

認定について」を採決します。 

 認定第３号は、認定することに賛成の方は挙手願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手多数です。 

 したがって、本件は認定することに決定をいたしました。 

 議  長  次に、認定第４号「令和４年度筑前町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決

算の認定について」討論を行います。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

 河内議員 

 河内議員  反対の立場から討論します。 

 平成２８年が償還期限となっている住宅新築資金等貸付事業です。本来なら、平成

２８年度には完了していなければならない事業です。それがいまだに５１件、１億円

以上もの貸付残が残っています。本当にこれでいいのでしょうか。 

 このままでは貸付時の経緯もよく分からない、後に続く職員の負担が大きくなる

ことは目に見えています。法的手段に訴えてでも、早期の解決が必要と考えます。 

 よって反対を表明し、討論とします。 

 議  長  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

 山本久矢議員 

山本久矢議員  賛成の立場で討論いたします。 

 国の事業運営方針に従い、貸付事業の目的や背景を踏まえて、これまでも歴代の担

当者が早期完納に向け努力してきていると思われます。 

 貸付金の徴収にあたっては、定期的な面談や督促を行い、計画による自主的返納を

基本とした対応がなされており、今後も収納対策アドバイザーや弁護士の指導の下、

職員による適正な業務遂行が行われると認め、賛成を表明いたします。 

 議  長  ほかに討論ございませんか。 

 （討論なし） 

 議  長  これで討論を終わります。 

 これから、認定第４号「令和４年度筑前町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳

出決算の認定について」を採決します。 

 認定第４号は、認定することに賛成の方は挙手願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手多数です。 

 したがって、本件は認定することに決定をいたしました。 

 議  長  認定第５号「令和４年度筑前町工業用地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて」討論を行います。 

 討論ございませんか。 

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 これから、認定第５号「令和４年度筑前町工業用地造成事業特別会計歳入歳出決算

の認定について」を採決します。 

 認定第５号は、認定することに賛成の方、挙手願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、本件は認定することに決定をいたしました。 
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 議  長  次に、認定第６号「令和４年度筑前町下水道事業会計決算の認定について」討論を

行います。 

 討論ございませんか。 

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 これから、認定第６号「令和４年度筑前町下水道事業会計決算の認定について」を

採決します。 

 認定第６号は、認定することに賛成の方は挙手願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、本件は認定することに決定をいたしました。 

 議  長  次に、認定第７号「令和４年度筑前町水道事業会計決算の認定について」討論を行

います。 

 討論ございませんか。 

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 これから、認定第７号「令和４年度筑前町水道事業会計決算の認定について」を採

決します。 

 認定第７号は、認定することに賛成の方、挙手願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、本件は認定することに決定をいたしました。 

日程第２０  

 議  長  日程第２０ 請願第１号「「地方財政の充実・強化を求める意見書」の提出を求め

る請願書」及び発議第３号「地方財政の充実・強化を求める意見書」を一括議題とし

ます。 

 本件について、総務建設常任委員会委員長の報告並びに関連して発議第３号の説

明を求めます。 

 柳雅明総務建設常任委員長 

総務建設常任

委員長 

 総務建設常任委員会委員長の報告といたします。 

 定例会初日の９月４日において、総務建設常任委員会に付託されました請願第１

号につきまして、９月６日に委員会を開催し、審議いたしました。その審議の経過並

びに結果についてご報告申し上げます。 

 お手元にあります議会提出議案書等の２ページをお開きください。 

 請願第１号の結果は、お手元に配付の委員会審査報告書のとおり、採択でありま

す。採決の方法は、挙手による採決を行い、挙手全員により採択と決しました。これ

により、本請願は意見書提出を願意としていることから、発議第３号を提出いたしま

す。 

 ３ページをご覧ください。 

 「地方財政の充実・強化を求める意見書」 

 標記の議案を、地方自治法第１０９条第６項及び筑前町議会会議規則第１３条第

２項の規定により別紙のとおり提出いたします。 

 提出者、総務建設常任委員会委員長、柳雅明。 

 提出の理由としましては、地域公共サービスを担う人員は不足しており、疲弊する

職場実態にある中、新型コロナウイルスや多発する大規模災害への対応が迫られて

いる。 
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 ２０２４年度の政府予算と地方財政の検討にあたっては、歳入歳出を的確に見積

もり、地方財政の確立を目指す必要がある。 

 よって、地方財政の充実・強化について、国に意見書を提出する。これが、本議案

を提出する理由です。 

 ４ページをご覧ください。 

 意見書につきましては、お手元に配付したとおりでございます。 

 地方財政の充実・強化が実現されるよう、国の関係機関に意見書を提出いたしま

す。 

 全会一致でのご賛同をよろしくお願いいたします。 

 以上、終わります。 

 議  長  これから委員長報告及び説明に対する質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 （質疑なし） 

 議  長  質疑ないようです。 

 これから討論を行います。 

 討論ございませんか。 

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 次に、発議第３号について先議いたします。 

 お諮りします。 

 これから、「地方財政の充実・強化を求める意見書」を採決します。 

 発議第３号は、採択することに賛成の方、挙手願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、発議第３号は採択することに決定をいたしました。 

 したがって、発議第３号については、地方自治法第９９条の規定により、関係行政

庁へ意見書を提出します。 

 なお、請願第１号は採択すべきものとみなします。 

日程第２１  

 議  長  日程第２１ 請願第２号「「少人数学級推進などの教職員定数改善」「義務教育費国

庫負担制度負担率の引き上げ」に係る意見書の提出を求める請願書」及び発議第４号

「「少人数学級推進などの教職員定数改善」「義務教育費国庫負担制度負担率の引き

上げ」を求める意見書」を一括議題とします。 

 本件について、文教厚生常任委員会委員長の報告並びに関連して発議第４号の説

明を求めます。 

 山本一洋文教厚生常任委員長 

文教厚生常任

委員長 

 定例会初日の９月４日において、文教厚生常任委員会に付託されました請願第２

号につきまして、９月７日に委員会を開催し、審議いたしました。その審査の経過並

びに結果についてご報告申し上げます。 

 議会提出議案書の６ページをお開きください。 

 請願第２号の結果は、お手元に配付の委員会審査報告書のとおり、採択でありま

す。挙手による採決を行い、挙手全員により採択と決しました。これにより、本請願

は意見書提出を願意としていることから、発議第４号を提出いたします。 

 ８ページをご覧ください。 

 「「少人数学級推進などの教職員定数改善」「義務教育費国庫負担制度負担率の引き

上げ」を求める意見書」 
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 標記の議案を、地方自治法第１０９条第６項及び筑前町議会会議規則第１３条第

２項の規定により別紙のとおり提出いたします。 

 提出者、文教厚生常任委員会委員長、山本一洋です。 

 提出の理由。 

 中学校、高等学校の３５人学級を早急に実施し、さらなる少人数学級について検討

するとともに、加配教員の増員など教職員定数改善を推進すること。 

 また、教育の機会均等と水準の維持向上を図るため、地方財政を確保した上で義務

教育費国庫負担制度の負担割合を引き上げること。 

 上記事項の実現について、国の関係機関へ意見書を提出する。これが、この議案を

提出する理由です。 

 ９ページをご覧ください。 

 意見書につきましては、お手元に配付したとおりです。提出理由で申し上げた事項

が実現することを求める内容でございます。 

 全会一致でのご賛同をよろしくお願い申し上げます。 

 議  長  これから委員長報告及び説明に対する質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 （質疑なし） 

 議  長  質疑ないようです。 

 これから討論を行います。 

 討論ございませんか。 

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 次に、発議第４号について先議いたします。 

 お諮りします。 

 これから、「「少人数学級推進などの教職員定数改善」「義務教育費国庫負担制度負

担率の引き上げ」を求める意見書」を採決します。 

 発議第４号は、採決することに賛成の方は挙手願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、発議第４号は採択することに決定をいたしました。 

 したがって、発議第４号については、地方自治法第９９条の規定により、関係行政

庁へ意見書を提出いたします。 

 なお、請願第２号は採択すべきものといたします。 

日程第２２  

 議  長  日程第２２ 発議第５号「筑前町議会会議規則の一部を改正する規則の制定につ

いて」を議題とします。 

 議案の提案理由の説明を提出者に求めます。 

 寺原裕明議員 

 寺原議員  ただいまから、発議第５号の提案理由の説明をいたします。 

 議会提出議案書の１１ページをお開きください。 

 発議第５号「筑前町議会会議規則の一部を改正する規則の制定について」 

 上記の議案を別紙のとおり、筑前町議会会議規則第１３条第２項の規定により提

出します。 

 提出者は、議会運営委員会委員長、寺原裕明であります。 

 提案の理由。筑前町議会タブレット端末機の導入に伴い、議場への携帯品について

規則の一部を改正する必要がある。これが、この規則案を提出する理由であります。 
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 １２ページをご覧ください。 

 「筑前町議会会議規則の一部を改正する規則」 

 筑前町議会会議規則の一部を次のように改正する。 

 表の右が現行で、左が改正案です。 

 改正案について説明をいたします。 

 第１０１条第１項。見出しを（服装及び携帯品）とし、条文を「コート、マフラー

及び携帯電話等の通信機器」と修正し、「つえ」「及び着用し」の「し」を削除して「着

用、又は携帯してはならない」とします。 

 同条第２項。第２項を新たに設け、第１号にて、筑前町議会タブレット端末機の携

帯を可能とし、第２号にて、議長が許可した場合も着用または携帯が可能とするもの

です。 

 附則、この規則は、公布の日から施行するものとする。 

 以上で説明を終わります。 

 議  長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 （質疑なし） 

 議  長  質疑ないようです。 

 これから討論を行います。 

 討論ございませんか。 

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 これから、発議第５号「筑前町議会会議規則の一部を改正する規則の制定につい

て」を採決します。 

 発議第５号は、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、発議第５号は原案のとおり可決されました。 

日程第２３  

 議  長  日程第２３ 「議会運営委員会の閉会中の所掌事務継続調査申出書」を議題としま

す。 

 議会運営委員会委員長から、会議規則第７３条の規定によって、お手元にお配りし

たとおり、閉会中の継続調査の申し出があります。 

 お諮りします。 

 委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ございませ

んか。 

 （異議なし） 

 議  長  異議なしと認めます。 

 したがって、閉会中の継続調査とすることに決定をいたしました。 

日程第２４  

 議  長  日程第２４ 「常任委員会の閉会中の所管事務継続調査申出書」を議題とします。 

 各常任委員会委員長から、会議規則第７３条の規定によって、お手元にお配りした

とおり、閉会中の継続調査の申し出があります。 

 お諮りします。 

 各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ありませ

んか。 
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 （異議なし） 

 議  長  異議なしと認めます。 

 したがって、閉会中の継続調査とすることに決定をいたしました。 

 閉  会  

 議  長  これで本日の会議は全部終了いたしました。 

 田頭町長 

 町  長  ９月の定例会お疲れさまでございました。 

 特に３日間にわたる決算審査、また、災害復旧事業等の補正予算、全て慎重審議の

上、認定、可決いただきました。 

 特に令和４年度の決算にあたりましては、町行政の執行機関として、健全財政と住

民の福祉向上、地域活性化を基本とし、各行財政指数等を判断指標に、人口問題を念

頭に、全職員で住民協働のまちづくりを進めてまいったところでございます。 

 中でも特筆すべきは、令和４年度においても定住人口が増加したことです。令和３

年度よりも、３月期で年間１８７人の増加で過去最高の３万２４１人となりました。 

 全国の多くの自治体において人口減少が進行する中で、本町は地の利を生かし、長

年、定住条件である上下水道や公園のインフラ等の整備を促進しながら、福祉、教

育、防災施策など、住民との協働のまちづくりの成果であると思います。 

 定住人口の１人あたりの消費経済効果は年間１３０万円と国が試算しておりま

す。本町の商工会においても、会員数が昨年度より２２人増加し６０６人の事業者数

となり、例年、人口増加と事業者数はリンクする傾向であるとのことです。 

 このことは、住民サービスの選択肢が増え、定住環境向上の促進となり得ます。あ

わせて、町財政面においても、町税や交付税、交付金の増収、上下水道の収支改善等

に寄与するものであります。 

 このように、まちづくりが一歩前進できたのも、住民、議会、町執行部の協働の取

り組みの成果であったと総括し、お礼の言葉にさせていただきます。 

 大変お疲れさまでした。 

ありがとうございました。 

 議  長  町長からの挨拶が終わりました。 

 会議を閉じます。 

 令和５年度第３回筑前町議会定例会を閉会します。 

 お疲れさまでした。 

（１４：５６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




